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春のおとずれが遅く、どうなるのかと心配された田植え

が、例年に比べ、二週間ほど遅れて行なわれました。

大雪と低温のため、大幅に雪どけが遅れ、畑の雪を堀り

起こしての農作業を行ない、やっと田植えにこぎっけまし

た。
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昭和59年度一般会計予算

12億4千6百万円でスタート

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
三
月
十
七
日
に
定
例

議
会
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
は
、
経
費
の
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
、
前
年

度
同
額
以
下

に
圧
縮
す
る
こ
と
と

し
、
ま
た
、
地
方
財
政
の
予
算
編

成
に
当

た
っ
て
は
、
従
来
に
も
ま

し
て
事
務
事
業
の
見
直
し
、
行
政

機
構
の
簡
素
合
理
化
、
行
財
政
の

効
率
化
と
経
費
の
節
減
合
理
化
を

推
進
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
徹
し
、

節
度
あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

我
が
村

に
お
い
て
も
、
経
費
の

節
減
、
事
業
の
効
率
的
な
運
営
に

努
め
、
今
年
度
当
初
予
算
は
前
年

度
に
比
較
し
て
〇
・
三
計

の
微
増

に
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　

入

当
村
の
歳
入
と
し
て
は
、
村
税
、

地
方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、

村
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

主
な
歳
入
と
し
て

○
村
　
　
税

収
入
と
し
て
、
約
一
億
二
千
五

百
万
円
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
歳

入
の
十
・
一
打
を
占
め
前
年
当
初

よ
り
七
・
七
打
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

○
地
方
交
付
税

今
年
度
は
六
億
五
千

八
百
万
円

(3.7%)

46,699千円

゛"(16.3%)

203,410千円

゛I･で10.0 ％ ）

124,680 千 円

"･(3.7%)

45,998千円

(0.0％)

408千円

゛･(25.5%)

318,305干円

(0.3%)

3,161干円

”゙(5.2%)

64,597千円

”･(3.8%)

47,429千円

゛･(12.5%)

155,183千円

ﾌｼ6.4%)

79,745千円

゛７日.9%)

148,281千円

’･て0.7%)

8,361千 円

(100％)

歳出合計　　I ,246,257千円

●議会 定 例 会 ・臨 時 会

●議 会広 報 の 発行

●総務 管 理 ・財 政　 ●選 挙 管 理

●統 計 ●徴税 ●戸 籍 ●交 通 安全

●社 会福 祉　 ●防 犯　 ●国 民 年金

●保育 所 ・ 児童 館 ・老 人 憩 の 家

●予 防 接 種　 ●健 康づ くり

●老 人 保 健　 ●環 境衛 生

●出稼 ぎ 者健 康診 断

●蓬田 村 労働 者 協 議会 補 助 金

●農業 委 員 会　 ●水田 再 編

●総 合 整 備 モデ ル 事業　 ●水産

●海水 浴 場排 水 路 工事

●はか まご し岳 登 山道 工 事

●村 道整 備　 ●蓬田 漁 港改 修

●除 排雪

●防 火水 槽 新設　 ●操 法 大 会

●消 防団 活 動　 ●広 域消 防 負 担 金

●小 学校 ・ 中 学校 ・ 幼稚 園 管 理

●社 会教 育　 ●公 民 館　 ●保 健体 育

●農業 施 設 災害

●河 川 災 害

●元 金　 ●利 子

●予 備 費

村税　125,838 千 円

(10.1%)

地方 交付税

658,758 千 円

(52.9%)

国 庫支出金

48,081 千 円

(3.8%)

県 支 出 金

195,606 千円(15.7%)

村 債　　72,700 千 円 （5.8 ％ ）

繰入金　65,000 千円(5.2%)

そ の他　80,274 千 円(6.5%)

歳入 合計　1,246,257 千 円
(100 ％)
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国庫支出金

160,143千円

(53.9%)

国保 税　　　 ｀

120,542 千 円

、(40.6%) その他
16,210千円

その他
8,696千円

総務費
11,195千円老人保健拠出苣

ノ ニ ヅ

保険給付費

206,279千円

(69.5%)

歳　入

296,895千円

296,895千円

歳　出

国
保
特
別
会
計

学
校
給
食

セ
ン
タ
ー

特
別
会
計

繰入金

24,806千円

(52.0%)

給食収入

22,797千円

(47.9%)

歳　入

47,623千円

47,623千円

歳　出

総務管理費

24,826千円

(52.1%)

給食費

22,797千円

(47.9%)

繰越金

20千円

老
人
保
健
特
別
会
計

支払基金交付金

114,201千円

(69.5%)
国庫支出金

32,803千円

(20.0％)

戸 くその他

17,355千円

その他
810千円

総務費
550千円

歳　入

164,359千円

164,359千円

歳　出

医療諸費

162,999千円

(99.2%)
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が
計
上

さ

れ
、
歳

入
予

算

の
五
十

二

・

九
暫

を
占

め
て

い
ま

す
。
こ

れ
は
村

の
収

入

の

い
ち
ば

ん
大

き

な
比
率

と

な
っ
て

い
ま
す

。

○
国

・
県

支
出

金

国
庫

支
出

金

は
、
公

営
住

宅
建

設

事
業

の
完

了

に
よ

り
前
年

比
五

十

三
・
六
暫

の

減
・
県

支
出

金

は
、

昨

年

の
日
本

海
中

部
地

震

に
よ

る

災
害
復

旧

事
業

に
よ

り
前
年

比
五

十

九

・
二
習

の
増

と

な
っ

て

い
ま

す
。
○
以

上
の

ほ

か
に
、
村

の
借

入
金

と
し

て
の
村

債

、
地

方
譲
与

税

、

使
用
料
、
手
数
料
、
負
担
金
、
繰

入
金
、
繰
越
金
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
合
計
す
る
と
十
二
億
四
千

六
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
　
　

出

予
算
書
は
、
一
年
間
の
村
の
金

銭
収
支
の
計
画
書
で
あ
り
、
予
算

に
な
い
も
の
は
支
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
予
算
化

さ

れ
て
い
る
主
な
事
業
を
取
り
上
げ

て
み
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
費

歳
出
に
占
め
る
割
合
が
高
く
、

村
政
運
営
の
中
で
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
事
業

を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
●
農
業
構
造
改
善
事
業

●
農
免
農
道
整
備
事
業

●
蓬
田
地
区
・
中
の
沢
地
区
た
め

池
整
備
事
業

●
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

●
広
瀬
地
区
団
体
営
農
道
整
備
事

業
●
地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

こ
れ
ら
を
含
め
た
農
林
水
産
業

費
は
前
年
度
比
十
一
計
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

○
土
　
木
　
費

農
林
水
産
業
費
の
次
に
建
設
予

算
を
計
上
し
て
い
る
の
が
こ
の
費

目
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
事
業
が

あ
り
ま
す
。

●
瀬
辺
地
小
川
平
線
道
路
改
良
工

事
●
長
科
部
落
団
地
内
道
路
改
良
工

事
●
広
瀬
地
区
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止

事
業
負
担
金

●
蓬
田
漁
港
改
修
事
業
負
担
金

○
以
上
の
ほ
か
に
、
農
地
農
林
業

施
設
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
、
消
防
施
設
整
備
の
た
め
に

防
火
水
槽
新
設
二
基
、
小
学
校
校

舎
内
壁
塗
装
工
事
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

概
略
的
で
、
説
明
不
足
の
点
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
取

り
上
げ
た
こ
と
は
す
べ
て
、
村
民

一
人
一
人
に
何
か
の
形
で
か
か
わ

り
合
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
生
活
と
活
気
あ
る
村

づ
く
り
の
た
め
に
、
み
な
さ
ま
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



あ
た
ら
し
い
先
生
か
た
を

ご
紹

介
し

ま

す
。

あたらしい先生がたをご紹介します 4

校
　
　

長

椹

木

国

雄

①
前
任
校

青
森
市
立
南
中
学
校

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
郷
沢
字
浜
田

コ
ニ

ハ
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

生
徒
が
明

る
く
、
と
っ
て
も
挨

拶
が
よ
い
、
一
朝
一
夕
の
躾
で
は

な
く
、
長
期
間
に
亘
る
村
民
運
動

の
賜
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
育
に

対

す

る
村
民

の
関

心

が
極

め
て

高

い
よ

う
で
学

校

に
対

す
る

期
待

も

大

き
い
よ

う
に
受

け

と

っ
て

い
ま

す
。
「
玉

松

精
神

」
を
受

け
、

質
実

剛

健

の
気
風

を
涵

養

し
、
次

代

を

担

う
子

供

の
教
育

に
当

り

た

い
。

④

趣
味

・
特

技

現
在

は
中

断
し

て

い

る
が
、
小

鳥

や
小

型
犬

な

ど
の
小

動
物

の
飼

育

教
　
　
諭

大

沢

由

博

①
前

任
校

六
ヶ
所

村
立

中

志
中
学

校

②

現
住
所

青

森
市

大
字

油
川

字
浪

返
８

の

③
蓬

田
村

の
印

象

・
抱
負

海

岸

か
ら

眺
め

た
陸
奥

湾

の
美

し

さ
、
学

校
附

近
の

環
境

の
良

さ
、

そ

こ
で

勉
強

、
部
活

に
励

ん

で

い

る

生
徒

達

は
そ

れ
以

上

に
素

晴

ら

し

い

と
思

い
ま

す
。
中

学
校

が
一

校

よ
り

な

い
の
で

、
良

い
意

味
の

ラ
イ

バ
ル
意
識
が
な
い
よ
う
に
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
生
徒
達
に
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
反
面
、
国
道
で
あ
り
な
が
ら
道

路
が
狭
い
の
は
ど
う
に
か
な
ら
な

い
も
の
か
と
通
勤
中

い
つ
も
感
じ

ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
読
書

教
　
　

諭

向

後
正

樹

①
前
任
校

川
内
町
立
畑
中
学
校

②
現
住
所

青
森
市
大
字
羽
白
字
沢
田
四
三

六
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

前
任
校
が
全
校
十
七
名
の
小
さ

な
学
校
で
し
た
の
で
、
集
団
的
な

活
動
が
思
う
よ
う
に
で

き
な
い
と

い
う
点
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
校
で
は
、
前
任
校
で

は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と
を

積
極
的
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
張
切
っ
て
ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

無
線
と
パ
ソ
コ
ン

教
　
　

諭

吉

川

隆

子

①
前
任
校

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字

郷
沢
字
浜
田

匸
二

八
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

噂
に
は
聞
い
て
い
た
ヤ
マ
セ
、

日
頃
の
穏
や
か
さ
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な

環
境
の
中
に
育
つ
蓬
中
生
の
印
象

は
、
実
に
明
る
く
、
の
び
の
び
と

し
た
も
の
で
し
た
。
生
徒
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
私
に
と
っ
て
も
毎

日
が
修
業
の
連
続
で
す
か
ら
、
弱

音
を
は
く
こ
と
な
く
、
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

事
務
職
員

久
慈

満

喜

子

①
前
任
校

名
川
町
立
名
久
井
第
一
中
学
校

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
瀬
辺
地
字
山
田
五

七
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

生
ま
れ
故
郷
な
の
で
新
た
な
気

持
ち
よ
り
も
な
つ
か
し
い
と
い
う

感
じ
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ

三
戸
郡
へ
赴
任
し
た
の
で
蓬
田
の

こ
と
で
知
ら
な
い
こ
と
が
一
杯
あ

る
の
で
こ
れ
か
ら
発
見
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

編
物

中

学

校

役
場
職
員
の
異
動
報
告

四

月
一
日

付
で

役
場

職
員

の
異

動

が

あ
り

ま
し

た
の

で

お
知
ら

せ

し
ま

す
。
（

）
内

は
旧

任

で

す
。

●
民

生
課

衛
生

係
長

佐

藤
洋

子
（
民
生
課

民
生

係

長
）

●
学

務
課

学

務
係
長

佐

井

修
次
（
民
生

課

衛
生
係

長
）

●
保
育

所
主
任

保
母

藤
本

富
美

子

（
農
林

水
産

課
出

稼
係

長
）

●
児
童

館
主

任

猪
股

智
栄

子

（
保
育

所
主

任

保

母
）

●
幼
稚

園
主

任

坂
本

ア

キ
子

（
児
童

館

主
任

）

●
農
林

水

産
課

主
事

津

島
永

享

（
学
務

課
主

事
）

●
税

務
課

主
事

佐

々
木

京
太

郎

（
農
林

水
産

課

主

事
）

●
民
生
課

主
事

浜

田
　

亮

（
税

務
課

主
事

）

●
総
務
課

主

事

坂
本
　

勲
（
農
林

水

産
課

主
事

）



教
　
　

諭

竹

内

勝

典

①
前
任
校

川
内
町
立
第
一
川
内
小
学
校

②
現
住
所

青
森
市
新
城
宇
山
田
七
ニ

ー
の

二
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

蓬
田
小
学
校
に
き
て
、
ま
ず
元

気
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
子
供
達
に

ビ
ッ
ク
リ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
初

心
に
帰
っ
て
が
ん
ば
ら
な
く
て
は

と
思
い
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
玉
松
台
へ
遊
び
に

来
て
楽
し

か
っ
た
思

い
出
が
あ
り

ま
す
。
あ
と
は
あ
ま
り
知
ら
な
か

っ
た
蓬
田
村
で
あ
り
ま
す
が
、
縁

あ
っ
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
歴
史
的
文
化
遺
産
に

も
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
こ
の
蓬
田
村

を
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
知
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
野
球

等
を
通
じ
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

教
　
　

諭

八

戸

邦

彦

①
前
任
校

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
阿
弥
陀
川
字
汐
干

二
四

の
二

③

抱
負
本
校

に
転
任
し

て
来

た

の

は
、

今

か
ら
三
年

前
で

す
。
そ

の
時

は
、

前

任
校

は
、
中

学
校
で

急

に
二

年

生
と

い

う
幼

い
学
年

を
持

つ
こ

と

に

な
り
、

何
か

何

ん
だ

か
分

か
ら

な

い
ま

ま
終

り
ま
し

た

。
そ

の
後

も
引

き
続
き
臨
時
職
員
と
し
て
お

い
て
も
ら
い
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
本
採
用
と
な
り
、

更
に
六
年
生
と
い
う
大
任
を
仰
せ

付
か
っ
て
心
を
新
た
に
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
　
　

諭

蠣

崎

公

毅

①
前
任
校

新
採
用

②
現
住
所

蓬
田
村
大
字
広
瀬
字
坂
元
七
三

一
③
蓬
田
村
の
印
象
・
抱
負

四
月
中
旬
の
ま
だ
ま
だ
雪
の
残

っ
て
い
た
頃
、
私
は
こ
の
蓬
田
村

に
居
を
構
え
ま
し
た
。
引
越
し
の

日
、
荷
物
を
車
に
積
ん
で
家
の
前

に
着
く
と
五
、
六
人
の
子
供
た
ち

が
、

二
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
寄
っ
て

き
て
荷
物
運
び
を
一
生
懸
命
に
手

伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
聞
け
ば
、

今
日
引
越
し
だ
と
知
っ
て
、
私
か

来
る
の
を
今
か
今
か
と
待
っ
て
い

て
く
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
全
く

の
新
採
用
で
あ
る
た
め
、
こ
う
い

う
こ
と
の
経
験
の
無
い
私
は
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
非
常
に
感
激
し

ま
し
た
。「
あ
あ
、
こ
れ
か
ら
こ
の

子
供
た
ち
の
先
生
に
な
る
ん
だ
な

あ
。
」
窓
か
ら
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
見

慣
れ
た
北
海
道
と
津
軽
海
峡
で
は

な
く
、
下
北
半
島
と
陸
奥
湾
を
望

み
、
全
く
新
し
い
環
境
で
、
全
く

新
し
い
仕
事
を
、
全
く
新
し

い
気

持
ち
で
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

④
趣
味
・
特
技

音
楽
鑑
賞
、
読
書

小

学

ﾉ校

行

事

予

定

1
4
　小
学
校
交
通
安
全
教
室

７

23 ― ― 22

2
9
　村
民
体
育
大
会

夏
期
休
暇
　
－

８

2
5
　小
学
校
い
も
堀
り

３
　
中
学
校
校
内
弁
論
大
会

９
　
中
学
校
運
動
会

28　27

中
体
連

９
10

21　20

蓬
中
祭

11

４
　
小
学
校
学
芸
発
表
会

１

７
　
席
書
大
会

２

14　13

雪
像
コ
ン
ク
ー
ル

３

1
6
　中
学
校
卒
業
式

●
土
木
建
設
課
主
事

大
川
誠
治
（
総
務
課
主
事
）

●
農
林
水
産
課
主
事

小
石
健

二

土
木
建
設
課
主
事
）

●
保
育
所
用
務
員

吉
崎
武
光
（
小
学
校
用
務
員
）

●
小
学
校
用
務
員

坂
本
ミ
ャ
（
保
育
所
用
務
員
）

●
幼
稚
園
用
務
員

工
藤
義
正
（
中
学
校
用
務
員
）

●
中
学
校
用
務
員

福
浦
昭
子
（
幼
稚
園
用
務
員
）

●
中
央
公
民
館
用
務
員

小
松

き
み
（
児
童
館
用
務
員
）

●
児
童
館
用
務
員

武
井
次
子
（
中
央
公
民
館
用
務

員
）

●
新
採
用

保
育
所
保
母

三
上
あ
け
み

●
退
職
三
上
　
寿

（
幼
稚
園
教
諭
）

あたらしい先生 がたをご 紹介し ます5



『
青
年
の
船
』
事
業
に
参
加
し
て

木
　
村
　
先
　
雄

昭
和
五
十
九
年
一
月
二
十
六
日

”太
平

洋

に
広
げ
よ

う
青
年

の

輪
”
と
い
う
テ
ー
マ
で
訪
問
国
で

あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

ー
ト
ン
ガ
・
西
サ
モ

ア
に
向
け
て
我
々
日
本
団
員
と
０

Ｍ
「
外
国
参
加
青
年
」
（
オ
ー
バ
ー

シ
ー
ズ
メ
ン
バ
ー
ズ
）
三
十
八
名

を
含
む
三
百
五

十
名

を
乗
せ

た

”
に
っ
ぽ
ん
丸
”
は
出
航
し
た
。

Ｏ

Ｍ
は
訪
問
国

の
他

に
フ

ィ
ジ

ー
・
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

ー
ナ
ウ

ル

ー
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ュ
ア
・
等

か
ら
も
参
加
し
、
出
航
す
る
一
週

間
前

か
ら
日
本
に
来
日
し
日
本
の

社
会
・
文
化
・
経
済
・
歴
史
・
教

育
等
の
様
々
な
勉
強
や
民
泊
の
経

験
を
し
て
い
た
。
Ｏ
Ｍ
は
一
班
か

ら
二
十
四
班
ま
で
の
班
の
中
に
一

名
～
二
名
の
割
合
で
加

わ
り
、
団

体
生
活
を

Ｉ
諸
に
し
て
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。
我
々
二
十
班
に
は
ト

ン

ガ
か
ら
参
加

し

た
「
ソ

セ
フ

オ

ー
ア
テ
リ
ア
」
と
い
う
私
よ
り

色
が
黒
く
ち
ょ
っ
と
（

ン
サ
ム
な

青
年
が
加

わ
っ
た
。
英
会
話
を
最

大
の
敵
と
す
る
私
に
と
っ
て
、「
彼

と

う

ま

く

話

せ

る

の

だ

ろ

う

か
」「
仲
良
く
や
っ
て
行
け
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
不
安
な
気
持
が

先
に
た
っ
た
。
又
、
今
回
の
オ
セ

ア

ニ
ア
へ
の
航
海
は
、
い
つ
も
大

変
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
我
々

団
員
の
心
は
出
航
す
る
前
か
ら
不

安
な
気
持
で

早
く
も
揺

れ
て

い

た
。
予
想
通
り
過
去
に
例
を
見
な

い
ほ

ど

の

大

揺

れ

の

航

海

で

あ

り

、
出
航

し

た
夜

か
ら
船

酔
者

が

続
出

し

、
と

て
も
思

い
出

深

い
研

修

だ

っ
た
。
船

内
で

は

、次

の

よ

う

な
貝

摺

衣
に
基

づ
い
て
生
活
を
し
た
。

又

、
船

内
研

修
と

し
て

、
午

前
二

時

限
午

後
二

時
限

の
時

間
割

で

必

修

科
目

で
、

団
長

・
副

団
長

・
管

理
者

に
よ

る
講
話

や

各
国
Ｏ

Ｍ

に

よ

る
自

国
紹

介

・
海

事
実
習

・

七

～

八
入

の

グ

ル
ー

プ
に
分

か
れ

て

の
グ

ル

ー
プ
討

論

・
全
体
討

論

等

を
学

習
し

た

。
又
、

選
択

科
目

と

し

て
、
前

期

・
後
期

八
時

限

ず
つ

自

分
の
好

き

な
分

野
の
授

業

を
選

択

す

る
こ
と

が
出
来

る
が
、
私

は

英
会

話

が
不
得

意

の

た
め
、
前

期

に
初
級

英
語

、
後

期

に
ボ
ラ

ビ

ア

イ
ア
活

動
と

指
導

者

と
い

う
授
業

を
受

け
た

が
、
自

分

の
勉
強

不

足

を
痛

切

に
感
じ

た
。
又

、

特
別
研

修
と

し
て

「

レ
ク
リ

ェ

ー

シ
ョ
ン

デ

ー
」
「
赤

道
祭

」
「
文
化

交
歓

デ

ー
」
「
青
年

の

船
祭

り
」
等

多
彩

な

行
事

が
開

催

さ

れ
と
て

も
充
実

し

た
毎

日

で
あ

っ
た

。
訪
問

国

に
到

着
し

て

か
ら

は
、

課
題
別

見

学

と

し

て
「
文

化

・
教

育
・
福

祉

・
社

会

」
等

各
コ

ー
ス

に
分

か

れ
て
施

設

を
見

学
し

た

り
、
現

地
青

年

と

の

ス

ポ
ー
ツ

交
歓

や
（

Ｉ

モ
ニ

カ

を
使

っ
て

の
音
楽

交

歓
を
行

な

っ

た
。
又

、

現
地

の
人

達

を
船
に
招

待

し

て
日

本
の
伝

統

的

な
武
道

・

踊

り

・
歌

な
ど

や

ポ
ス

タ
ー

を
使

っ
て

の
日

本
紹

介

や
、
夜

店

の
模

擬
店

で
の

ケ

ン
玉
・
コ

マ
・
風

車
・

ヨ

ウ
ヨ

ウ
・
羽
で

板

等

で
実

際
に

遊

ん
で

も
ら

う
な

ど
、

少
し

な

り

と
も
日

本

を
理

解
し

て

も
ら

え

た

よ

う

な

気

が

す

る

と

共

に
、
我

々
団

員
自

身

も
国

際
交

流

と

い
う
大

役

を
果
し

た

と

い

う
自

信

が

満

ち

あ

ふ

れ

て

い

た
。
特

に

、
オ

ー
ス

ト
ラ
リ

ア

（
ブ
リ

ズ
ベ

ー
ン
）

で
一

泊
二

日

の

と
て

も
貴
重

な

民
泊

を
経

験
し

た
こ

と

が
、
と

て

も
思

い

出

深

く
残

っ
て

い

る
。
英

会
話

が

ま
っ
た

く
だ

め
な

私

に
と

っ

て
、

民
泊

は
最
大

の

難
関

だ

と

思

っ
て

い
た

が
、
運

よ

く
民

泊

家
庭

の
長

女

が
一
年

間
日

本

へ

留
学

し
て

い
て
帰

っ
て
来

た

ば

か
り
で

、
日

本
語

が

ペ
ラ

ペ
ラ

で
会

話

は
日

本
語

で
通

じ
た

ラ

ッ

キ

ー
な
面

も
あ

る

が
、
家

族

が
気
を

つ

か
い
彼
女

を

通
し

て

し

か
会

話

が
出
来

な

か
っ

た
と

い

う
、「
自

分
の

英
会

話

の
勉
強

不

足

を

痛

切

に

感

じ

た

研

修

で

あ

っ

た
。
」
と
自
分

な

り

に
反

省
し

て

い

る
。
今

、
下

船
し

現
実

の

社
会

に

戻

っ
て

五
十

日
間

を

省
み

る
と

、

全
て

夢
の

よ
う

に
思
え

る

。

も
ち

ろ
ん
自

分

の
人

生

に
お

い
て

も
ほ

ん
の

一
瞬

の
事

な

の
だ

が
、

そ
れ

に
し

て

も
一
夜

の
夢

の
よ

う

だ
。

自

分

の
成
長

の
た

め
の
栄

養
素

を

充

分

に
得

ら

れ
た

。
こ

の
経
験

を

生

か
す

の
は
、

こ

れ
か
ら

の

個
人

学
習

・
事

後
活

動

に
よ

る
も

の
で

あ

る
。

そ
し
て

何
よ

り

も
こ

の
船

に
乗

っ
て

得

た
も

の
は
、

囗

本
全

国
、

オ

セ
ア

ニ
ア
諸

国

の
だ

く
さ

ん

の
師
・

友

が
出
来

た

こ
と

で
あ

る

。
団
体

で
動

く

事
も

多
く
他

人

を
思

い

や
る

事
の
必

要
性

は
言

う

ま
で

も

な
く
大

き
い
。

こ
の
研

修

で

得
た
師

・
友

は
今

後
私

か
生

き

て
行

く
上

で

、
大

き
な
力

に
な

っ

て

く
れ

る
こ

と

と
思
う

。
こ

の
仲

間

を
一
生

の

財
産

と
し

、
友

情
の

灯

を
消

さ
な

い
よ

う

に
常

に
連

絡

を
取

り

あ

っ
て
行

き
た

い

。
最
後

に
、

お
金

で

は
決

し
て

買

え
な

い

こ

の

す
ば
ら

し

い
「
機

会
」
と
「
仲

間

」

に
逢

わ
せ
て

く

れ
た
多

く

の

人

達

に
心

か
ら
感

謝
し

ま

す
。

あ

り

が

と
う
々
¨

『青年 の船』事業に参加し て 6

7:00 ～7:30 起 床 ・ 身 辺 整 理

7:30 ～7:50 朝　 の　 つ　 ど　 い

7:50 ～9:30 清　 掃　　・　　朝　 食

9:30 ～10 : 50 第　　　１　　　時　　 限

11 : 00 ～12 : 20 第　　　２　　　時　　 限

12 : 30 ～14 : 00 昼　 食　　　　 休　 憩

14 : 00 ～15 : 20 第　　　３　　　時　　 隕

15 : 30 ～16 : 50 第　　　４　　　時　　 隕

17 : 10 ～17 : 30 夕　 べ　 の　 つ　 ど　 い

17 : 30 ～19 : 30 清 掃 ・ 入 浴 ・ 夕 食

19 : 30 ～22 : 30 自　　 由　　 時　　 間

22 : 30 ～23 : 00 就　　 寝　　 準　　 備

23 : 00 ～ 消　 燈　　　　 就　 寝



談話室

青
年
団
活
動
に
参
加
し
て

高
校
を
終
る
と
青
年
団
の
方
々

が
入
団
す
る
よ
う
声
を
か
け
て
く

れ
た
ん
で
す
が
私
は
、
学
校
や
仕

事
の
関
係
で
、
黒
石
・
八
戸
・
能

代
・
五
所
川
原
と
ち
ょ
っ
と
地
元

を
離
れ
て
い
た
の
で
入
団
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
。
今
年
か
ら
青
年

団
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

い
く
つ
か
の
行
事
に
出
席
し
て
み

ま
し
た
。
初
め
は
、
ち
ょ
っ
と
不

安
で
し
た
が
役
員
の
方
々
が
私
と

同
年
代
で
、
だ
い
た
い
顔
を
知
っ

て
い
た
の
で
い
く
ら
か
安
心
し
ま

し
た
。
代
表
者
会
議
に
参
加
し
た

時
、
み
ん
な
が
真
剣
に
討
議
し
て

い

る
の

を
聞

い
て
感

心
し

ま
し

た
。
ま
た
行
事
を
こ
な
し
て
い
く

う
え
で
の
若
者
の

バ
イ
タ
リ
テ

ー

を
感
じ
ま
し
た
。
岩
手
山
青
年
の

家
で
二
月

に
開

か
れ
た
東
北
地
区

青
年
交
流
大
会
で
、
参
加
し
た
人

達
の
積
極

さ
は
、
自
分
の
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

私

は
、

こ

れ

か
ら
農
業

を

や
っ

て

い
き

ま
す

が
働

い
て

い
た
時

と

は
違

い
、
人

と

の
出
合

い

が
少

な

く
な

る
よ

う
で
少

し
残

念

に
思

っ

て

い
ま
す

。
で

も
、

こ

れ
か
ら

は

青
年
団

を
利

用
し

、
多

く

の
人

達

と
出
合

え

た
ら

い

い
な
と

思

っ
て

い
ま

す
。

青
年

団

は
、
地

域

に
住

む
仲
間

と
の
出

合

い
の
場

で

あ
り

、
友

達

の
輪

を
広

げ
て

い
く

場
だ

と
思

い

ま

す
。
私

は
、

蓬
田

に
住

み

な
が

ら
人

も
よ

く
知

ら

な

い
し

、
地
域

の
活
動

も

知
り

ま
せ

ん
。

こ

れ
か

ら

は
、
積

極
的

に
参

加
し

、
蓬
田

の
人

や
地
域

を
知

ろ
う

と
思

い
ま

す

。ま

だ
青

年
団

に
入

っ
て

い
な

い

方

（
特

に
私

の
部
落

の
方

）
　一
回

で

も
参
加

し
て

み
て
下

さ

い
。
青

年
団

は
、

自
分

達

で
作

く
り

上
げ

る

も
の

だ
と
思

い

ま
す

。
あ

な
た

の
意

見

も
尊
重

さ

れ

る
と
思

い
ま

す

。
自
分

の
視

野

を
広

げ

る
た

め

に

も
参
加

し
て

み

て
下

さ

い
。
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婦
人
長
期
研
修
に
参
加
し
て

佐
々
木
　
博
　
子

県
内
、
五
十
三
名
の
方
々
と
共

に
婦
人
長
期
研
修
で
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
事
は
、
大
変
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

約
五
十
二
時
間

の
学
習
で
し
た

が
、
男
女
の
不
平
等
と
か
、
高
令

化
社
会
を
迎
え
て
の
女
性
の
生

き

方
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
技
術
的

学
習
、
女
性
と
し
て
の
立
場
や
、

基
本
的
な
人
間
性
の
あ
り
方
等
を

学
び
、
こ

れ
か
ら
も
っ
と
真
剣

に

考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
各
地
域
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
大
変
意
欲
的
で
あ

る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
又
、

全
て
の
活
動
に
お
い
て
、
い
く
ら

経
験
豊
か
な
人
の
集
団
で
あ
っ
て

も
、
指
導
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、

組
織
活
動
は
弱
体
し
つ
つ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
私
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
上
で
、
こ
れ

ら
を
よ
く
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
教
示

さ
れ
ま
し
た
。

「
記

録

の
と

り
方

、

ま
と
め

方
、

会
議

の

も
ち

方
」

の
課

題

に
つ

い

て

は
、

私
自

身

は
ほ

ん
と

う
に
学

ぶ
こ
と

が

い
っ

ぱ
い

で
し

た
。

尾

崎

先
生

の

「
今

な
ら

お
そ

く

は
な

い
。
明
日

な

ら

お
そ

く
な

る
」

と

い
う
言
葉

や

、土

岐

先
生

の
「
汝

何

の

た
め

に
そ

こ

に

あ

る
や
」
。

「
一
隅

を
照

ら

す
」
、

二

路
を

貫

く
も

の
」
、「
一
粒

を

お
ろ

す

も
の
」

そ
の

言
葉

が
研

修
を

終
え

た
今

で

も

胸

に
焼

き

付

い

て

離

れ

ま

せ

ん
。

こ
の

よ

う
な
立

派

な
、

そ
し

て
素

敵

な
先
生

方

の

お
話
を
聞

く

機
会

を
与

え
て

く

だ

さ
っ

た
社

会

教
育

課

の
皆

さ
ん

や
、

連
合

婦
人

会
会

長

さ
ん

に

は
感
謝

の
気

持

ち

で

い

っ
ぱ

い
で

す
。

与
え

ら

れ
た
人

生

を

い
か

に
過

ご

す

か
、
学

習

を
す

る
も
良

し
、

遊

ん
で

過
ご

す

も
良
し

、

そ

れ
ぞ

れ
人
間

に
は
生

き
方

が
違

っ
た

と

し

て

も
、
私

は
婦

人
会

の

た

め
、

地

域
社

会

の
た

め

に
学

習

し

た
こ

と
を
自

か
ら
進

ん
で

協
力

す

る
つ

も
り

で

す
。

こ

の
よ

う

な
婦
人

指
導

者
研

修

会

の

場

を
一
人

で

も
多

く
の

人

が

参
加

し
、

協
力

で

き

れ
ば
立

派
な

地
域

づ

く
り

が
で

き

る
と
、

私

は

痛
感

し

ま
し

た
。
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「

お
父

さ
ん

あ
り

が
と

う
」

四

年
　

木
村
　
　

宏

お

父

さ

ん

ど

う

し

て

い

ま

す

か
。

ぽ
く

は
、
今

お

な
か

を

い
た

く
し
て

い
ま
す

が
、

だ
い

じ
ょ

う

ぶ
で

す
。

お
父

さ
ん

は
、
今

病
気

に
な

っ
て

い
ま
せ

ん

か
。
も

し

も
、

病

気

を
し
て

い

た
ら
、

む

り
を
し

な

い
で
く
だ

さ

い
。

お
父

さ
ん
は

八
月
十

三
日

に

き

て
、

八
月
二

十

一
日

に
大
宮

へ
帰

っ
て

い
き

ま
し

た
。

ぼ
く

は
、
夏

休

み

に

い
ろ
ん

な
こ

と
を

教
え

て

も
ら

い
ま
し

た

。
リ

ー
ル

ざ

お
の

な
げ
方

や

お
も

り
の

つ
け
方

を

教

え
て

も
ら

い
ま
し

た

。
そ

れ
に

、

り
ょ

う
し

の
こ

と
を

教
え

て
く

れ

て
あ

り

が
と
う

。

ぼ
く

は
と
て

も

感
心

し
ま
し

た

。

そ
れ

に
、
浅
虫

水

族
館

に
つ

れ
て

い
っ
て

も
ら

い

ま
し

た

。
イ
ル

カ
の

シ
ョ
ー

を
見

た
り

、

ピ
ラ

ニ

ア

や
カ
ブ

ト

ガ
ニ

な
ど

い
ろ
ん

な

め
ず
ら

し

い
魚

を

見

て
、

と
て

も

お
も
し

ろ

か
っ
た

で

す
。

そ

れ
か

ら
今
別

に

も
つ

れ

て

い

っ
て

も
ら

い
ま
し

た

。
今
年

の
夏

休

み

は
と

て
も

た
の
し

か
っ

た
で

す
。
今

度
冬

の

と
き
帰

っ
て

る
の
で
た

の
し

み
に
し
て

い
ま
す
。

二

学

期
は

、
野

球
や
勉

強

を

が
ん

ば
り

ま
す
。
お
母

さ
ん
の
手
伝

い
も

が
ん

ば
り
ま
す
。
お
父

さ
ん
も
体
に

気
を

つ
け
て
が
ん
ば

っ
て
下

さ

い
。

「

け
が

を
し

た

お
と
う

さ
ん
」

四

年
　

青
木
　

和

幸

お
父

さ
ん

お
元

気

で
す

か
。

お

母

さ

ん
も

お
姉

さ
ん

も

ぼ
く
も
元

気

で

す
。

そ
ち

ら
の

お
天

気
は

ど

う
で

す

か
。
こ

ち
ら

は
、
天

気

が

悪

く

て
、

い
ね

も
な

か
な

か
み

の

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
で

、

お
母

さ
ん

は
、
心
配

し

て

い
ま

す
。
だ
か

ら
、

早

く
天

気

が
よ

く
な

れ
ば

な
あ

と

思

っ

て

い
ま
し

た
。

こ
の
前

、

お

父

さ
ん

が
き
た
時

、
暑

い
中

屋
根

に

ペ
ン
キ

を

ぬ
っ
て

く

れ
て
、

ど

う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ

い
ま

す
。

お

か
げ
。で

、
屋
根

も

す
っ

か
り

き

れ

い
に
な

り
ま
し

た

。

と

こ
ろ
で

、
指

の

け

が
は
、

な

お
り

ま
し

た

か
。
川

の
工

事
を
し

て
け

が
を
し

た

と
聞

い
て

い
た

の

で
、

び

っ
く
り

し

ま
し

た

。
早

く

ち
り

ょ
う

を
し

て

な
お
し

て

く
だ

さ

い
。

お
ぼ
ん

に

き
た
と

き
、
花

火
を

し
て

と
て

も
楽
し

く

て

お
も

し

ろ

か

っ
た
で

す

。
ま
た

家
の
中

で
、

卓
球

を
し

た

と
き

も
お

も
し

ろ

か
っ
た

で
す

。

ぼ
く

が
何
回

も

負

け

た

の

で

と

て

も

残

念

で

し

た
。

ぼ
く

は
、

と
て

も
く

や
し

く

て

、
「

ぜ
っ

た

い
か

つ

ぞ
。
」
と
思

っ

だ

け

ど

負

け

て

し

ま

い

ま

し

た
。

お
姉

さ
ん

は
、

う
ま

い
の
で

喜

ん
で

い

ま
し
た

が
、

ぼ
く
は

そ

の

ぎ
ゃ

く
で

が

っ

か
り
し

て

い
ま

し

た

。
ど
う

し
て

も
勝

ち

た
く

て

し

ょ
う

が

な
か

っ
た

の
で

す

が
、

負

け
て

し

ま
い

ま
し

た
。

お
父

さ

ん

は
卓

球

の

プ

ロ

の

よ

う

で

し

た

。

お
父

さ
ん

が

い
っ
て

か
ら
、

天
気

が
悪

く

な

っ
て

と
て

も
こ

ま

っ
て

い
ま
す

。

お
母

さ
ん

は
「

い

い
天

気

に
な

っ
て

く

れ
れ

ば
い

い

の

に
な

あ
」

と

い
い
ま

し

た
。

ぽ

く

も
そ

う
思

い
ま

す

。
な
ぜ

な
ら

、

米

が
み

の
ら

な

い
と
こ

ま

る
か
ら

で

す
。

で
も

だ
ん

だ
ん

晴

れ
あ

が

っ
て

き

て
、

い
ね

も
み

の

っ
て

き

ま
し

た

。
ぽ
く
は
、「
こ

の
じ

ょ
う

た

い
で

い
て

く

れ
れ
ば

。
」
と
思

い

ま
し

た

。
そ

れ

か
ら

お
父

さ
ん

が

い
っ
て
、

八
月

二
十

六
日

に

、

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

で

薬

を

か

け

ま

し

た

。
中

沢

か
ら

ご
う

さ
わ

ま
で

や

り

ま
し

た
。
八
月
二

十
五

日

に
は

、

ぼ
く
た

ち
の
学

校

で

い
も
ほ

り
を

し

て
、

と

っ
た

い
も

を
か
ま

で

に

て
食

べ
ま
し

た

。
大

き
な

い
も

が

だ

い

ぶ
あ

っ
て
、

そ
の

い
も

を
食

べ
た
ら

と

っ
て
も

お

い
し

か
っ
た

で

す
。

な

べ
の
中

か
ら

と
て

も

い

い

に
お

い

が
し

て

き
て

、
と

て
も

お

い
し

か
っ

た
で

す
。

話
は

か

わ

っ
て

、
勉

強

の
方

も
楽
し

く

や
っ

て

い
ま
す

。
と

く

に
苦
手

だ

っ
た

算

数

が
一
番

だ

い
す

き

に
な
り

ま

し

た

。
と
て

も
楽

し

い
勉
強

で

す
。

先

生

も
と

き
ど

き

お
も
し

ろ

い
こ

と
を

い

っ
た
り

、
こ

ま

か
く
勉

強

を

お
し
え

て
く

れ
ま

す
。

そ
し

て

み
ん

な

と
い

っ
し

ょ
に
遊

ん
で

い

ま
す

。

お
父

さ
ん

は

Ｉ
生

け

ん
め

い
仕

事
を
し

て

い

ま
す

か
。

お
母

さ
ん

は
、
元

気

で

Ｉ
生

け
ん

け
め

仕
事

を
し

て

い
ま

す
。

お
父

さ
ん

も

お
母

さ
ん

に
負

け
な

い
よ

う
に

が
ん

ば

っ
て
く

だ

さ

い
ね
。

そ
れ

か
ら

、

お
姉

さ
ん

も

Ｉ
生

け

ん
め

い
勉

強
し

て

い
ま

す
。

お
姉

さ
ん

は
、
夜

お
そ
く

ま
で
勉

強

を
し

て

、

ぽ
く

も

と

て

も

感

心

し

て

い

ま

す
。

ぼ
く

も
負

け

な
い
で

が

ん
ば

る
の

で
、

お
父

さ

ん
も

Ｉ
生

け
ん

め

い
が
ん

ば

っ
て
仕

事

を
し
て

く

だ

さ
い
。

そ

れ
で

は
、
体

を

だ

い

じ

に
し
て

、
指

の
方

も
早

く

な

お

し

て

く

だ
さ

い
。

い
ね

か
り

の
日

を
ま

っ
て

い
ま

す

。
元

気

に

が
ん

ば

っ
て
く

だ

さ
い

。
さ
よ

う
な

ら
。

「
お
父

さ
ん

へ
」

五

年
　

小
鹿
　

好

子

お
父

さ
ん
、
元

気

で
や

っ
て

い

ま
す

か
。
今

年

の
つ

う
し

ん

ぼ
は
、

四

年

生
の
三

学

期
よ

り

あ
が

り
ま

し

た

。
五
年

生

に

な
っ
て

も

、
先

生

は

か

わ
り
ま

せ
ん

。
前

と
同

じ

赤

田

啓
右
先

生

で

す
。

お
父

さ
ん

が

い
な
く
て

さ
み
し

い
け

れ

ど
、

わ
た
し

た

ち
家

族

の
た

め
に

、
仕

事

を
し

て

い

る
の
で

さ
み

し

く
て

も

が
ま

ん
し

て

い
ま
す

。

今
度

は
、

い

つ
帰

っ
て

く
る

ん

で

す

か
。
楽

し

み
に
し

て
ま

っ
で

い
ま
す

。

お
父

さ
ん
の

仕
事

は

う

ん

そ
う
屋

だ

っ
た

よ
ね

。
ひ

っ
こ

し

の
う

ん
そ

う
屋

じ
ゃ

な

く
て
、

に
物

を

は

い
か

つ
す
る

う

ん
そ
う

屋
だ

っ
た

よ

ね
。
仕

事

を
し

て

つ

か

れ
ま
せ

ん

か
。

た
ぶ

ん

つ
か

れ

て

も
、

が
ま

ん
し
て

い
る
ん

だ
よ

ね
。

に
物

を

か
つ

い
で
、

か
た
が

い
た

く
あ

り

ま
せ
ん

か

。

お
姉

さ

ん

は
元

気

で

す
か
。

お
姉

さ

ん
は

十
月
帰

っ
て
く

る
ん

だ
よ

ね
。

み

ん

な

で

楽

し

み

に

ま

っ

て

い

ま

す
。
体

に
気

を

つ
け

て
く

だ

さ
い
。

「
お
父
さ
ん
へ
」

五
年
　
森
　
　

美
香

お
と
う

さ

ん

お
元

気

で
す

か
。

わ
か

し

は
元
気

で

す
。

お
と

う
さ

ん

が
か
え

っ

て
き

て
、

わ
た
し

は

と
て

も

う
れ
し

か
っ
た
で

す

。
浅

虫

に
つ

れ
て

も
ら

っ
て

あ
り

が
と

う
。

わ
た

し

が

お
と
う

さ
ん

の
と

こ

ろ
に

い
っ
て

、

は
た

ら

い
て

い

る

と
こ

ろ
を

み
て

み
た

ら
、

あ
せ

を

か

い
て

は

た

ら

い

て

い

た

の

で

、
た

い
へ

ん
だ

な
あ

と
思

い
ま

し

た
。
五

年

一
組

の
ま

る

お
先

生

か

、
に

ゅ
う

い
ん
し

て

い
ま

す
。

そ

れ
で
、

五
年

一
組

に
女

の
先

生

か

き
ま
し

た

。
ま
え

の

さ
わ

だ
先

生

に
に
て

い
ま
す

。
お
と

う

さ
ん
、

が

ん
ば

っ
て

く
だ

さ

い
。
わ

か
し

も
、
和

美

さ

ん
に
ま

け

な
い
よ

う

が
ん

ば
り

ま

す
。

とつちや元気ですか 8

とっちゃ

元気ですか

出稼ぎ文集『みずどり2号

』より
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陸上は２年(技術3年)、
海上・航空は３年を｜
任期として任用され、
曹・幹部への道がひら
かれています。

男

子

技 術 海 上 幹 部 若干名 大卒38歳未満者
６月｜日
～７月７日

７月12日 ８月31日 10月上旬 経
験年数等により
２等海尉・１等海尉

技　術　海　曹
(短大･高専卒)

約20名
短大･高専卒（見
込）24歳未満者

10
月｜日
～日月10

日月18日 60年２月｜日 60年４月上旬
３等海曹で入隊し約３

年後幹部候補生の受験
資格ができます。

航　空　学　生

高卒（見名）

海　約75名
空　 約70名

高卒（見込）

20嫩未満者
（自術官は
21歳未満者

）
８月｜日
～９月27日

｜
次10月３日
２次10月16～19日
３次(空)日月19日
～12月15日

60年２月｜日 60年３月下旬 入隊後約６年で
３等海・空尉

一般曹候補学生
陸　 約400名
海　約360名
空　約400名

高卒（見込）

21歳未満者
（擂 黙 。）

８月｜日

～９月29日
｜
次10月７日
２次10月23～26日

12月20日 60年３月下旬
修学年限２年
卒業時
３等陸・海・空曹

幹
部

候
補
生

一般・技術
陸　約囗o名
海　約65 名
空 約50名

大 卒 （見 込 ）

26 歳 未 満者

|自衛官又は大学

院修士課程修了

｜

者は28歳未満者

６ 月１日
～７月７日

1次７月12・13日
２次９月４～６日

日月１日 60年３月下旬

陸・海・空幹部候補生
卒業後３等陸･海･空尉
〇医・歯科幹部候補生
は、免許取得後２等

陸・海・空尉
〇薬剤科幹部候補生は
免許取得後３等陸・
海・空尉医･歯･薬剤 約20名

専門大卒(見込)
30歳未満者
薬剤は
26歳未満者

10
月｜日
～日月27日

12月３日 60年２月１
60年４月上・
中旬

防衛大学校学生

理工学専攻・

人文社会学専
攻
約500 名

“(ｸ 毟。

(潔黙｡)
10月｜日
～10月27日

｜次日月３・４日
２次12月４～７日

60年２月８日 60年４月上旬
修学年限４年
卒業後１年で
３等陸・海・空尉

自 衛 隊 生 徒
陸 約250名
海 約60名
空 約50名

中卒（見込）
17歳未満者

日月｜日
～60年｜月５日

｜
次60年｜月８日
２次60年｜月21～

23日
60年２月25日 60年３月下旬

修学年限４年

卒業時
３等陸・海・空曹

男

子

女

子

医科・歯科幹部
ll
約45 名

医師・歯科医師
の免許取得者

年間を通じて行っ
ております。

受付時に指定
します。

試験後おおむ

ね|.5か月
～３か月

採用予定通知書
でお知らせしま
す。

医科・歯科幹部
経験年数により
２等陸・海・空尉
～２等陸・海・空佐

防　衛　医　科
大 学 校 学 生

約80名
高卒（見込）
21歳未満者

10月｜日
～10月27日

｜
次日月10・川日
２次12月13～15日

60年２月23日 60年４月上旬
修学年
限６年
医師免取得後
２等陸・海・空尉

技術海曹(免許) 約10名

第１級無線通信
士等８種類の国
家免許取得者
20歳以上35歳未

満者

６月｜日
～７月７日

７月12日 ８月31日 ９月下旬
免許の種類により
３等海曹～｜等海曹
(栄養士は男子に限る)

女

子

看　　護(陸曹) 約30名

免　許
取得者
36歳
未満 禝Mys

受付時に指定
します。

試験後おおむ
ね２か月

試験後おおむね
２か月

経験年数により
陸士長～陸曹長免許取律

見込者
33歳
未満
10月｜日
～日月17日

60 年 ２月上 旬

｀';､ﾌヽか

60年４月上旬

２等陸・
海・空士

第1回 陸　約90 名
海　約40 名

18歳以上25康
未満者

.櫛濔舮゛

5月｜日
～５月31日

６月４日 ８月｜日 ８゙月下旬 陸上は2年(技術３年)、

海上・航空は３年を｜
任期として任用され曹

幹部への道がひらかれ
ています。

第2回
陸　約190名
海　約80名
空　約90名

９月17日

喩 茎こ10月13日
10月19日

.-､､.､む心,､y『

12月17日　.、

7ﾘ･ご。・、

69年3 月下旬

幹 部 候 補 生
(一 般)

ﾐ|
約15名

大卒（見込）
26廬未満者

丿自術官又は大
学院修士課程
修了者は28巌|
未満者

６月｜日
～７月７日

｜次
７月12日
２次９月４～６日

日月｜日 60年３月下旬
陸・海・空幹部候補生
卒業後
３等陸・海・空尉

看　護　学　生 陸　約105名 高卒（見込〉
22廠未満者

･丶　　　４

10月｜日
一目月13日

｜
次日月18日
２次12月11・12日

60年２月｜日 60年３月下旬
修学年限３年

看護婦免許取得後
２等陸曹

お問い合せは　　蓬田村役場総務課又は自衛隊青森地方連絡部青森事務所へ（T E L35－1751）

※自衛官募集相談員として、山谷武夫さんが任命されてい ます。



人

権

擁

護

委

員

制

度

を

御

存

知

で

す

か

六
月
一

日

は
、
人

権
擁

護
委

員

法

が
施
行

さ

れ
た
日

で

す
。

日

本

が
戦

後
新
し

く
生

ま

れ
変

わ

っ
た

と
き
、

何
よ

り

も
ま

ず
国

民

の
基
本

的
人

権

の
擁
護

と
人

権

思
想

の
普

及
高

揚

が
、
国

家
の

責

務

と

し

て

国

民

の

間

か

ら

叫

ば

れ

、
基
本

的
人
権

を

基
調

と
し

た

日

本

国

憲

法

が

制

定

さ

れ

ま

し

た

。こ

う
し

た

背
景

の
下

に
、
昭

和

二
十

四
年

六
月

一
日

に
人

権
擁

護

委
員

法

が
施
行

さ

れ
、
国

民

の
基

本
的

人
権

を
擁

護
し

見
守

る
、

い

わ

ば
民
間

人

に
よ

る
人
権

の
番

人

の
機

関

が
誕
生

し

た
の
で

す

。
こ

れ

が
人
権

擁
護

委
員

制
度

の
始

ま

り

で
す

。

人
権

は
、

人
間

が
平
和

に
生

存

す

る
上
で

、
最

も
大

切

な
権
利

で

す

。
自
分

だ

け
で

な
く
、

あ

な
た

も
私

も

み
ん

な
人
権

が
尊

重

さ
れ

な

け
れ
ば

な

り
ま
せ

ん

。
つ

ま
り

人
権

は
共
存
す

る
も
の
な
の
で

す
。

お
互

い
に

人
権

を
守

っ
て
明

る

い
社

会

を
つ

く
る
こ

と

が
、
私

た

ち

の
願

い
で

す
。

全
国

の
人
権

擁
護

委
員

は

、
六

月

一
日

を
「
人
権

擁

護
委

員
の
日

」

と
定

め

、
こ

の
日

を
中
心

と
し

て

み

な

さ
ん
と
共

に
一
層

の
人
権

の

思
想

の

啓
発

に
努

め

る
こ
と

を
申

し
合

わ

せ
て

お
り

ま
す

。

当
村

に
は
村
長

か
ら
推

せ

ん
さ

れ
て

、
法

務
大
臣

が
委
嘱
し

た

次

の
人
権

擁

護
委
員

が
お
り

ま
す

。

○
中
沢
坂
本

繁
男
　

電

話
　

二
二

〇

八

〇
郷
沢
小

猿
粕

雄
　

電

話
　

二
〇

二

五

〇
瀬
辺

地

木
村

金
助
　

電

話
　

二
三

匸

一

相
談

は
無

料

で
、
秘

密

は
守

ら

れ
ま

す
。

お
気
軽

に
御

相
談
下

さ

い
。

犯

罪

捜

査

に

ご

協

力

を

我

が
国

の
治

安

の
良

さ
は

、
内

外

か

ら

高

く
評

価

さ

れ

て

い

ま

す
。し

か
し

、
最

近

の
犯
罪

情
勢

を

み
ま

す

と
、
犯

罪
発

生
件

数

は
、

次
第

に
増

加

の
傾
向

に

あ
り

、
特

に
日

本

の
将
来

を
担

う
青

少
年

層

に

よ
る
犯

罪

が
増
加

の
傾

向

に
あ

る
こ

と

や
、
づ
フ
バ
ラ
殺

人
事

件

、

金
融

機
関

強
盗

事

件
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
利

用
犯

罪

、
身

の
代
金

目

的
誘

か

い
事

件
等

が
多
発

し

、
犯

罪

が
一
層

悪
質

、

功
妙
化

し

て

お

り

ま
す

。

ま
た

、
青
森

県
内

に
お

い
て
も

金
融

機

関
強
盗

事

件

や
持
凶

器
強

盗
事
件

の
よ

う

な
悪

質

な
犯

罪

が

次
第

に

増

加

し

て

き

て

お

り

ま

す
。と
こ

ろ

が
社
会

構

造
の
複

雑
化

や
交
通

事
情

の
発

展
等

に
よ

り
警

察

の
捜

査
活

動

も
年

々
難
し

く

な

っ
て

き
て

お
り
重
要

事

件

を
解
決

す
る

ま
で

の
期
間

が
長

期
化

し

て

き
て

お
り
ま

す

。

犯

罪

の
捜

査
活

動

は
、

警
察

の

力

だ

け

で

で

き

る

も

の

で

は

な

く
、
県

民
の

皆

さ
ん

の
協
力

が
ど

う
し

て

も
必
要

で

す
。

皆

さ
ん
の

た

っ
た

ひ
と
言

の

情
報

か

ら
事
件

が
一
挙

に
解
決

す

る
と

い
う

こ
と

が
非

常

に
多

く
、
最

近

で

は
、
被

害
者

や
第

三
者

の

通
報

等

で
犯

人

を
割

り
出

す
こ

と

が
で

き
た

も
の

は
警

察
で

検
挙

し

た
犯

人
の
約

二

〇

パ

ー
セ
ン

ト
に

も
の

ぼ

っ
て

お

り

ま
す

。

ど

ん

な
小

さ
な
こ

と

で
も
結

構

で

す
の
で

、
犯

罪

に
関
し

て
見

た

り
聞

い
た

り
し

て
知

っ
て

い
る
こ

と

に
つ

い
て

は
、
是

非
通

報
し

て

下

さ

る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
事

件
の

発
生

を
知

っ
た

ら

す
ぐ

に

一
一
〇

番

通
報

を

一

一
〇
番

通

報

が
あ

る
と
、

数

分

で
警

察

が

現

場

到

着

す

る

ほ

か
、
犯

人

を
捕

え

る
た
め

す
ぐ

に

緊

急
配

備

が
実
施

さ
れ
ま

す
。

警

察

官

の
現
場

到
着

が
早

い
ほ
ど
犯

人

を
早

く
捕

え

る
こ

と

が
で

き

ま

す
。
現

場

は
そ

の
ま

ま
に
し

て

、

で

き

る
だ
け

早

い
通
報

を

お
願

い

し

ま

す
。

Ｏ

被
害

に
遭

っ
た

ら

、
必

ず
届
出

を
被
害
が
少
な
い
か
ら
、
自
分
に

も
ミ
ス
が
あ
っ
た
か
ら
、
面
倒
だ

か
ら
、
仕
返
し
が
怖
い
か
ら
、
な

ど
の
理
由
で
届
出
を
し
な
い
と
、

犯
人
を
助
長

さ
せ
、
更

に
次
の
犯

罪

を
誘
発

す
る
こ
と

に
な
り

ま

す
。引
込
み
思
案
に
な
ら
ず
是
非
届

出
を
し
て
下
さ
い
。

○
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
通
報
し
て
下

さ
い
。

犯
罪
は
、
人
目

に
触
れ
ず
に
行

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
、
犯
罪
者
は
皆
さ
ん
の
目
か
ら

完
全
に
隠
れ
て
生
活
し
て
い
る
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

犯
罪
者
の
周
囲

に
は
き
っ
と
皆

さ
ん
の
目
や
耳
が
あ
り
犯
行
そ
の

も
の
や
犯
罪
者
の
姿
を
多
く
の
人

が
と
ら
え
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
事
件
で
は
、
熊
本
県
で

発
生
し
た
、
女
子
高
校
生
殺
人
事

件
や
、
御
殿
場
市
で
発
生
し
た
外

国
人
殺
人
事
件
を
皆
さ
ん
の
通
報

に
よ
っ
て
解
決
し
て

お
り
ま
す
。

警
察
で

は
こ

う
し
た
地

域
の

人
々
の
協
力
を
得
る
た
め
、
平
素

か
ら
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、

マ
ス
コ
ミ
の
協
力
を
得
て
公
用
手

配
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
事
件
に

つ
い
て
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
是
非
通
報
し
て

下

さ
る
よ
う
ぉ
願
い
致
し
ま
す
。

○
聞

込
み

に

ご
協
力

を

ア

パ

ー
ト

ー
ア

ン

シ
ョ
ン

が
増

え
た

た

め
、
近

く

に
住

ん
で

い
て

も
顔

も
知

ら

な
い

と
い

う
こ

と
が

多

く

な
っ

て

お
り
ま

す

。

し

か
も

、
他

人
の

こ

と
に

は
無

関

心
、

わ

ず
ら

わ
し

い
こ

と

に
は

か

か
わ
り

た
く

な

い
と

い
っ
た
風

潮

が

強

く

な

っ

て

き

て

い

る

た

め
、
事

件
解

決
の

た

め
重
要

な
「

カ

ギ
」

と
な

る
「
聞

込

み
」

が
非
常

に
難
し

く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

警
察

で

は
、
協

力

を

い
た
だ

い

た
方

に
は

、
絶
対

ご

迷
惑

を

か
け

な

い

よ

う

十

分

配

慮

し

て

い

ま

す
。犯
罪

捜

査
の

た
め

、
捜

査
員

が

聞

込

み

等

で

お

伺

い

し

た

際

に

は
、
積

極
的

な
ご

協
力

を

お
願

い

致

し

ま
す

。

捜
査

活
動

は

、
県

民
の
皆

さ

ん

の
信
頼

の
上

に
立

っ
て

、

は
じ

め

て
成

果

を
あ

げ

る
こ

と
が

で
き

る

も
の

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。

今

後

と

も
皆

さ
ん

の
意
見

を
聞

き
、
ご
要

望

に
沿

っ
た

捜
査

活
動

を
致

し

ま

す
の
で

、

一
層

の

ご
協

力

を

お
願

い

い
た

し

ま
す

。

建

設

業

退

職

金

共

済

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か

こ

の
制
度

は

、
大
工

・
左

官

・

と
び

・
土
工

な

ど
建
設

業

の
現
場

で
働

く
か
た

が

た
の
た

め

に
、
国

が
作

っ
た
退
職

金
制

度

で
す

。
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ふ
つ
う

、
退
職

金

と

は
、
一

つ

の
会
社

な

り
事
業

所

な

り
が
自
分

の

と
こ
ろ

で
働

い
た
従

業
員

が

や

め

た

と

き

に

支

払

う

も

の

で

す

が
、
建

設
業

の

現
場
作

業
員

の

よ

う

に
、
工

事
ご

と
に

事
業

主

が
交

わ

る
よ
う

な
人

の
た

め

に
は
、

一

つ
の
会

社

だ
け

で
な

か
な

か
退
職

金

の
制

度

が
作

れ
ま

せ
ん

。

そ
こ

で

、
建
設

業

の
事
業

主

が

み
ん

な
協
力

し

て
掛
金

を
出

し
合

い
、
建

設
業

の
中

で
働

く
共

通

の

作

業
員

の

た
め

に
、
退

職
金

を

払

お
う

と

い
う
考
え

で
作

ら

れ
た

の

が
、
こ

の
建
設

業

退
職

金
共

済
制

度

で

す
。

全
国

で
、

す
で

に

一
五
〇
万

人

以

上

の
作
業

員
の

か

た
が

た
が
こ

の
制
度

に
加

入
し

、

老
後
や

転
職

に
備
え

着

々
と
退

職
金

の
積

立

て

が
行

わ
れ
て

い
ま
す

。

こ

の
制
度

の
仕

組

み
の

あ
ら

ま

し

は

、
次

の
と

お
り

で
す

。

○
加
入

申
込

み

加
入

の
申

込
み

は

、
事
業

主

が

自

分
の

と
こ

ろ
で

雇

っ
て

い
る
作

業

員
の

た

め
に
行

い

ま
す

。

加
入

申
込

書

を
共
済

組
合

の
支

部

に
提

出

す
る
と

、
支

部

か
ら
「
共

済

契
約

者
証
」

と

「
共

済
手

帳
」

が
交
付

さ

れ
ま

す
。

○
対

象

と

な
る
作
業

員

現
場

で
働

く

か
た

が
た

な
ら
、

職

種

に
関

係

な
く

対
象

と
す

る
こ

と
が
で

き
ま

す

。

○
掛

金

の
納

め

か
た

事
業

主

は
、

も
よ

り
の
銀

行

か

ら
「
共

済
証

紙
」

を
買

っ
て

、
毎

月

の
賃

金

の
支
払

い
日

に

働

い
た

日

数

に
応

じ
て
、

そ

れ

ぞ
れ
の
作

業

員
の

共
済

手
帳

に

は
り

つ
け
、

消

印

す
れ
ば

掛
金

を
納

め

た
こ

と

に
な

り
ま

す
。

一
日

分

の
掛
金

は

、
現
在

一

八

〇

円
で

す

。

○
退
職

金

の
支
払

い

退
職

金

は
、

一
つ

の
会
社

を

や

め
た

と
き

で
な

く
、
老

後

の
引
退

や
、
他

産
業

へ

の
就
職

な

ど
、
建

設

業
の

中
で

働

か
な

く
な

っ
た

と

き
に
、

共
済

組
合

か

ら
直
接

本
人

に
支
払

わ

れ
ま

す
。

退
職

金

の
額

は
、

は
ら

れ
た
証

紙

枚
数

の
多

い
少

い
に
よ

っ
て
違

い
ま

す

が
、
働

い
た
日

数

に
応
じ

、

証

紙

を
確
実

に

は
っ

て
も

ら
っ

た

人
は

、
す

で

に

Ｉ
〇
〇

万
円

以

上

の
退
職
金

が
支
給
さ

れ
て

い
ま
す
。

○
こ

の
制
度

の
特

典

こ

の
制
度

は
、
国

が
作

っ
た
制

度

で

す

か
ら
、

安
全

・
確
実

で

、

し

か
も
民
間

の
経

営

す

る
制

度

に

比

べ
有

利

で
す

。

ま

た
、

事
業

主
が

払
っ

た
掛
金

（
証
紙

代
金

）

は
、

全
額
免

税

と

な
り

ま
す

。

○
加
入

申
込

や

お
問

い
合

せ
先

建
退

共

青
森
県

支

部

住

所
　

青
森

市

安
方
ニ

ー

九
－
1
3

建
設

会
館

三
階

電

話
　

○

一
七

七

二

二
－

七

六
一

一
～
二

自

動

車

税

の

納

期

を

お

忘

れ

な

く

六
月
は
、
自
動
車
税
の
納
期
で

す
。
自
動
車
税
の
キ
ッ

プ
（
納
税

通
知
書
）
が
届
き
ま
し
た
ら
、
六

月
三
十
日
出
の
納
期
限
ま
で
に
、

最
寄
り
の
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信

用
組
合
・
農
協
・
郵
便
局
か
ら
納

め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
組
合
を
通
し
て
納
め

て
く
だ
さ
い
。

納
税
し
た
際
、
受
け
と
っ
た
キ

ッ
プ
の
一
枚
目
は
、
車
検
に
必
要

な
納
税
証
明
書
で
す
。
車
検
証
と

い
っ
し
ょ
に
大
切
に
保
存
し
て
く

だ
さ
い
。

昭
和
五
九
年
四
月
一
日
か
ら
、

自
動
車
税
の
税
率
が
、
自
家
用
車

で
お
お
よ
そ
1
5％
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
◇
　
　
　
　
　
　

◇

自
動
車
税
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
。

青
森
県
自
動
車
税
管
理
事
務
所

（
○
一
七
七
）
七
七
局

匸
一
七
一

～
三救急車の要請

は

119

番 へ

折
々
の
歌

叱
ら
れ
し
ま
ま
眠
り
た
る
予
の
夢
に

入
り
て
優
し
き
言
葉
か
け
た
し

孫
抱
け
ば
毛
糸
の
セ
ー
タ
ー
ほ
の
ぼ
の
と

体
温
伝
う
そ
の
編
目
よ
り

讀
み
さ
し
て
眠
り
し

お
さ
な
の
枕
辺
に

絵
本
の
海
の
青
く
ひ
ろ
が
る

幾
日
も
峡
田
に
続
く
偏
東
風
に
て

稲
の
枯
葉
の
赤
く
目
に
立
つ

低
温
の
お
く
れ
目
に
立
つ
峡
の
田
を

見
廻
に
歩
み
日
射
し
恋
ひ
を
り

出
稲
の
十
日
遅
れ
し
峡
の
田
は

夏
の
短
か
く
秋
立
つ
あ
は
れ

熟
成
の
望
み
も
空
し
き
稲
を
刈
る

吾
子
の
会
話
い
た
く
短
し

冷
害
の
情
り
癒
る
な
し
こ
の
年
も

こ
こ
ろ
貧
し
く
秋
冷
え
Ａ
二
ひ
し

（
以
上
五
句
　

吉
崎
慶
次
郎
作
）

訂
　
正
あ
ら
ぬ
か
な
た
の
虚
空
⑤
う
っ
す

找
り
跡
の
桐
の
ひ
こ
ば
え
逞
し
く

陰
ひ
ろ
ご
り
て
秀
ま
さ
り
ゆ
く

お知らせ・折々の歌1
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村
民
文
芸
欄

川
　
　
　
柳

蟄
居
の
虫
が
這
い
出
し
春
三
月

遅
れ
て
い
る
苗
床
整
備
大
童
わ

男
尊
女
卑
明
治
の
時
代
遠
く
な
り

在
京
の
娘
に
贈
る
故
郷
の
味

春
の
耻
を

Ｉ
ぱ
い
浴
び
て
蕗
の
烙

酒
断
っ
て
血
圧
肝
臓
み
な
正
常

（
以
上
六
首
　

吉
崎
勝
三
郎
作
）

戸籍の
窓　口
(蓬田村の人口:4,479人)

12月 ・１月 ・２月受付分

○お誕生おめでとうございます

森　　達也　（千代恵・２男）

八戸　信哉　（孝二・長男）

八戸　太智　（正春・長男）

稲葉　　翼　（弘美・長男）

工藤　有希　（洋一・２女）

八幡　美幸　（正義・長女）

木戸　　舞　（ 渉　・２女）

大宮　俊彦　（正志・２男）

坂本　理奈　（ 守　・長女）

細谷　　裕　（正宏・長男）

八幡　優希　（敏春・長男）

相坂　健太　（義実・２男）

葛西真紀子　（満磨・長女）

森　　敬昭　（j三文・長男）

濱名　智章　（忠行・３男）

小山内美沙　（定男・長女）

田中　利明　（聡志・長男）

八戸　　亮　（ 昇　・長男）

張間　裕介　（ 晶　・長男）

越田　美礼　（秀彦・長女）

森　　康博　（清秀・長男）

山舘　麻由　（昭一・長女）

稲葉　彩美　（ 貢 ・長女）

川嶋麻衣子　（勝利・３女）

稲葉真亜子　（ 宏　・長女）

中川　理一　（喜美男・長男）

川崎　功介　（清春・長男）

○ご結婚おめでとうございます

（ 柿崎　与光　（青森市）

木村　千里　（蓬田）

（ 松木　　浩　（青森市）

吉田千鶴子　（中沢）

（ 熊木　重彦　（北海道）

藤本　秋子　（長科）

（ 吉田　　彰　（蟹田町）

佐井恵美子　（阿弥陀川）

（ 青木　　敬　（阿弥陀川）

遠田　恵子　（瀬辺地）

（ 八戸　一人　（阿弥陀川）

舘　　弘子　（横浜町）

（ 桜井　　豊　（青森市）

福井志律子　（郷沢）

（ 竹内　明広　（青森市）

田中　弘子　（広瀬）

（ 井上　伸一　（青森市）

張間　淳子　（長科）

（ 濱田　　 亮　 （蓬田）

佐藤　美子　 （青森市）

（ 下坪　 光悦　 （岩手県）

青木登喜子　 （阿弥陀川）

（ 青木　義明　 （阿弥陀川）

柿崎美枝子　 （広瀬）

（ 大科　睦雄　 （青森市）

木村　文子　 （瀬辺地）

（ 坂本　幹人　 （中沢）

赤田裕美子　 （青森市）

（ 木戸　 后夫　 （瀬辺地）

木村　 靖子　 （平舘村）

○お悔み申し上げます

坂本　年也　（中沢・76歳）

福田　兼作　（長科・76歳）

倉谷平八郎　（阿弥陀川・78歳）

森喜代三郎　（　ﾉﾉ　　・63歳）

田中　太吉　（瀬辺地・79歳）

工藤　チョ　（　ﾉﾉ　・74歳）

福井　ちま　（郷沢・78歳）

山ロ　チヱ　（瀬辺地・67歳）

久慈　清衛　（瀬辺地・79歳）

佐井　良作　（広瀬・73歳）

田中　一雄　（ﾉﾉ　・65歳）

あ
 
と
 
が
 

き雪
ど
け
が
遅
れ
、
心
配

さ
れ
た
田
植
も
終
り
ホ
ツ
と
一
息
つ
い

て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
海
の
方
で
も
低
温
の
影
響
な
の
か
ど
う
か
、
毛
ガ
ニ

ー

シ
ャ
コ
が
不
漁
の
ま
ま
終
り
、
シ
ラ

ウ
オ
も
近
年
例
を
み
な
い
ほ

ど
の
不
漁
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
と
し
も
又
、
異
常
気
象

が
続

く
の
で
し
ょ
う
か
。

戸籍の窓口・村民文芸欄 1
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